
―かつて鶴
つる

見
み

川
がわ

下流域を

支配した豪
ごう

族
ぞく

たちの奥
おく

津
つ

城
き

―駒
こま

岡
おか

周辺の古墳群
　「中世の武将、太

おお

田
た

道
どう

灌
かん

が江戸周辺の支城を造るため各地をめぐり、加
か

瀬
せ

の台
だい

に
一夜を過ごした際に、ふと飛来した白

しら

鷺
さぎ

が道灌の兜
かぶと

をさらって、やや離れたところ
に落とし去った。道灌はこれを不吉として加瀬台の築城を思い留まった」。のちに
この伝説により、道灌が夢を見た加瀬の台地は「夢

ゆめ

見
み

が崎
さき

」（現在の川崎市幸区南
加瀬）と呼ばれ、兜が落とされた場所が「兜

かぶと

塚
づか

」となりました。この兜塚は現在の
鶴見区上

かみ

末
すえ

吉
よし

小学校の西隣にあり、昭和13年に土取り工事によって削られた際に副
葬品が出土して、実は古墳時代の円墳であることが明らかとなっています。
　今回は、兜塚古墳など、かつて鶴見区駒岡周辺に数多く存在した古墳・横穴につ
いてご紹介します。 →次頁へつづく

埋文よこはま埋文よこはま29
・駒岡周辺の古墳群

・人物埴輪のはなし

鶴見区上末吉小学校の西隣、兜塚古墳の手前に立つ石碑。墳丘は僅かしか残っていない。
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カネ塚古墳

早
渕
川

綱島古墳

綱島

鶴見川

県
道
２
号
線

東
海
道
新
幹
線

師岡熊野神社

杉山神社

瓢箪山古墳

山野古墳

大山野横穴墓群
岩瀬山横穴墓群

下谷横穴墓群

県道 140 号線

横
須
賀
線

国道
１号
線

堂の前古墳

兜塚古墳

三ツ池古墳

東
急
東
横
線

諏訪坂古墳

寺尾城址

馬場三丁目横穴墓群菊名

大
倉
山

東
海
道
線

旧
東
海
道

京
急
線

鶴
見
川

鶴見川

↓

鶴見

南
武
線

↓

横浜線

鶴見神社

二ツ池遺跡
師岡打越遺跡

牢尻台遺跡

梶山北遺跡

江戸山遺跡

上台北遺跡

上台遺跡

獅子ヶ谷遺跡
別所貝塚

菊名貝塚

宝泉寺横穴墓

小仙塚貝塚

師岡貝塚

矢上川

八千代田横穴墓群

古墳

横穴墓

現在の
道路

現在の
鉄道 １km

横浜市鶴見区駒岡周辺の古墳と横穴墓の分布 国土地理院所蔵　二万分の一迅速測図（明治14年）に加筆

※おおよその位置が分かるように現代の鉄道・道路も掲載しています。

◆駒岡周辺の古墳群

　鶴見区駒岡の周辺は横浜市内でも有数の古墳・横穴墓の密集地帯ですが、

宅地化の為、ほとんどが破壊されてしまいました。幸い、出土品の一部が

東京国立博物館や師岡熊野神社に収蔵されており、その内容が断片的に把

握できます。また、駒岡岩瀬地区の駒
こま

岡
おか

山
やま

古
こ

墳
ふん

（瓢
ひょう

箪
たん

山
やま

古
こ

墳
ふん

）や岩
いわ

瀬
せ

山
やま

横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

群
ぐん

（お穴様）は明治年間に発掘され、信仰の対象となったことから新

聞記者や郷土史家の記録に残されました。

　これらの断片的な資料や記録により、この地域の古墳群の重要性が今に

伝えられているのです。

駒
岡
山
古
墳
（
瓢
箪
山
古
墳
）

　

発
掘
当
時
の
新
聞
記
事

　
　
『
横
浜
貿
易
新
報
』

　
　

明
治
四
十
一
年
十
月
十
日

師岡熊野神社
付属の郷土博物館に古墳出土品が展示されている。
遺物の見学は事前予約が必要。

桜井準也　2009「明治期における遺跡と民衆―横浜市鶴見区岩瀬山横穴墓群（「お穴様」）をめぐって―」『横浜市歴史博物館紀要』VOL.13 より転載
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破
壊
さ
れ
る
堂
の
前
古
墳

（
昭
和
四
十
三
年
ご
ろ
）

井
上
義
弘
氏
撮
影　

三
殿
台
考
古
館
蔵

◆駒
こま

岡
おか

山
やま

古
こ

墳
ふん

（瓢
ひょう

箪
たん

山
やま

古
こ

墳
ふん

）と岩
いわ

瀬
せ

山
やま

横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

群
ぐん

　明治40年 4 月 4 日、駒岡地区の北端の小山の土取工事の際に突如

穴が開き、中から人骨などが出土しました。しばらくして、この穴

が“お穴
あな

様
さま

”として病気平癒に御利益があると噂が立ち、急速に民衆の

信仰の対象となったのです。地元ではこの穴の正体を突きとめよう

として、帝国大学教授坪
つぼ

井
い

正
しょう

五
ご

郎
ろう

博士を招
しょう

聘
へい

して発掘調査を依頼。「お

穴様」は結果的に横穴墓で、坪井博士は都合 2 基の横穴墓（岩瀬山

横穴墓群）と山頂の古墳（駒岡山古墳または瓢箪山古墳）を発掘し、

出土遺物を当時の帝室博物館（現東京国立博物館）に送りました。

これらの遺物は現在も同所で保管されており、『東京国立博物館図版

目録』に「横浜市鶴見区駒岡町岩瀬出土品」とあるものがそれとみ

られ、土
は

師
じ

器
き

坏
つき

・玉
たま

類
るい

・銅
どう

釧
くしろ

（腕輪）・直
ちょく

刀
とう

・鉄
てつ

鏃
ぞく

（矢じり）・馬
ば

具
ぐ

・

人物埴輪などがあります。現在は小山ごと削平され、跡形も残って

いません。

◆堂
どう

の前
まえ

古
こ

墳
ふん

　駒岡山古墳があった小山から、南西側に細長く伸びる台地上に立

地していた古墳。「前方部を北に置く直径二十五米余りの前方後円墳」

という記録が残っています（『駒岡及びその周辺の上代遺跡』）。現在

は墳丘が不明ですが、古墳が立地していた山自体は残っており、こ

の古墳から出土した埴輪が師
もろ

岡
おか

熊
くま

野
の

神
じん

社
じゃ

に保管されています。埴輪

の中には円筒だけでなく、貴人の頭上にさしかける「翳
さしば

」や、矢を

収納する武具である「靫
ゆぎ

」、「大
た

刀
ち

」、「家」などを象
かたど

った「形
けい

象
しょう

埴
はに

輪
わ

」

があり、貴重な事例となっています。 6世紀代の築造。

◆山
さん

野
や

古
こ

墳
ふん

　堂の前古墳の台地の西となりの台地にかつてあった古墳。削平さ

れ、正確な位置は不明です。この古墳から出土した遺物として、勾

玉 4 点、管玉 2 点、丸玉 1 点などが、師岡熊野神社に伝えられてい

ます。

◆兜
かぶと

塚
づか

古
こ

墳
ふん

　駒岡山古墳・堂の前古墳の東隣の台地先端に立地する古墳。太田

道灌の伝説があります（ 1頁参照）。昭和 6・13年に緊急調査され、「礫

床」から瑪
め

瑙
のう

製
せい

勾
まが

玉
たま

・水
すい

晶
しょう

製
せい

切
きり

子
こ

玉
だま

・金
こん

銅
どう

製
せい

耳
じ

環
かん

などが出土しました。

調査時、古墳外形は径30. 8 ｍの円墳とされましたが、現在はほとん

ど破壊されて旧状を留めていません。 6世紀代の築造。

◆三
み

ツ
つ

池
いけ

古
こ

墳
ふん

　県立三ツ池公園の一隅にある古墳。この地域で良好に現存するほ

ぼ唯一の古墳で、貴重。直径20～30ｍ程度の円墳とみられます。未

調査。

◆諏
す

訪
わ

坂
さか

古
こ

墳
ふん

　古くに削平されてしまった古墳。前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

と伝えられています。

削平の際に石棺の蓋
ふた

石
いし

が発見され、附近に石塔などとともに安置さ

れていましたが、さらなる開発のために移転を余儀なくされ、現在

は近くの諏訪坂公園の敷地内に保存されています。　

堂の前古墳出土埴輪　熊野郷土博物館蔵

今も残る三ツ池古墳の墳丘

諏訪坂古墳の石棺蓋石（諏訪坂公園）

伝山野古墳出土玉類　熊野郷土博物館蔵
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「埋文よこはま」は横浜市域で発掘調査された遺跡や出土した遺物を紹介する広報紙です。

埋蔵文化財センターのご案内
ＪＲ根岸線「港南台」駅
2 番バス乗り場より神奈中バス港36・86系統「上郷ネオポリス」
行き、または港40系統「栄プール」行き、「上郷ネオポリス」下車
徒歩 1分

京浜急行「金沢八景」駅
国道沿い 1番乗り場より神奈中バス金24・25系統「上郷ネオポリス」
行き、終点「上郷ネオポリス」下車　徒歩 1分

・見学等の施設利用は、平日の 9～17時となっています（受付16時まで）。
・施設利用にあたっては、事前にご連絡ください。

埋文よこはま29
発　行　日　2014年３月10日

編集・発行　公益財団法人　横浜市ふるさと歴史財団

　　　　　　埋蔵文化財センター

　　　　　　〒247‒0024　横浜市栄区野七里 2 ‒ 3 ‒ 1

　　　　　　TEL．045‒890‒1155

　　　　　　FAX．045‒891‒1551

人
じん

物
ぶつ

埴
はに

輪
わ

のはなし
　右の 2点の埴輪は東京国立博物館に所蔵されている埴輪

で、「横浜市鶴見区駒岡町岩瀬出土品」とされているもの

です。前頁でふれたように、“お穴様”に関連して明治時代

に作成された「刷
す

り物
もの

」にこれらの 2点の埴輪の頭部の絵

が描かれており、これらが“お穴様”とともに坪井博士に

よって発掘された駒岡山（瓢箪山）古墳出土品であること

が確かめられました（柳沼千枝　2012「埴輪の生産体制と

地域社会の研究」『横浜市歴史博物館調査研究報告』 8）。

　人物埴輪は 5世紀代、古墳時代中ごろになって畿
き

内
ない

地方

で初めてつくられました。はじめは盾
たて

や甲
かっ

冑
ちゅう

などの器
き

材
ざい

形
がた

埴
はに わ

輪に顔面を追加することで「盾
たて

持
もち

ち人
びと

」や「武
ぶ

人
じん

」の埴

輪が誕生したようです。その後、巫
み

女
こ

・楽
がく

人
じん

・力
りき

士
し

・鷹
たか

匠
じょう

・馬
ま

子
ご

・騎
き

馬
ば

人
じん

物
ぶつ

像
ぞう

・農
のう

夫
ふ

など、様々な人物埴輪がつく

られました。

　それでは駒岡山古墳から出土した人物埴輪はどのような

人を表したのでしょうか。右上の（ 1）とした、人物埴輪

は上半身がのこっていて、服装がよくわかります。この人

物像はいわゆる「正
せい

装
そう

男
だん

子
し

像
ぞう

」に分類されるもので、甲冑

で身を固める武人ではなく、頭に天
てん

冠
かん

をかぶり美
み

豆
ず

良
ら

を結
ゆ

う、身分の高い男性です。通常「正装男子像」は前合わせ

の上着を着、手
て

甲
こう

をつけて大
た

刀
ち

を佩
は

いていますが、この人

物は、欠損の為か、上着に合わせや結び紐の表現などがな

く、また大刀も佩いていません。ただ、左腕がなくなって

いるので、本来は左手で大刀を持っていたのかもしれませ

ん。また、「正装男子像」は本来全
ぜん

身
しん

立
りつ

像
ぞう

で作られること

が多く、この埴輪も足があった可能性が高いと言えます。

もう一つの（ 2）としたものも頭部だけですが、帽子をか

ぶっているところから身分の高い人物のようです。

　このような「正装男子像」は 6世紀に関東で多く製作さ

れ、駒岡山古墳出土例もこうした事例のひとつと言えます。

横浜市鶴見区駒岡山（瓢箪山）古墳出土人物埴輪（１）
所蔵・写真提供：東京国立博物館 「埴輪正装男子残欠」  Image:TNM Image Archives

横浜市鶴見区駒岡山（瓢箪山）
古墳出土人物埴輪（２）
所蔵・写真提供：東京国立博物館
「埴輪男子頭部残欠」  Image:TNM Image Archives
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